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§２．研究実施の概要  

 

複数の人間による知的活動のマルチモーダルなインタラクションを長時間収録した音声・映像に

対して、人間の直感に基づいて有用箇所を効率的に視覚化・提示できる人間調和型情報基盤を

構築している。 

具体的には、学術的なイベント等で一般的になっているポスター形式のプレゼンテーションを対

象に、多様なセンサを備えた大型ディスプレイによる「スマートポスターボード」の設計・実装を行っ

ている。ポスター発表は今でも紙を用いる場合が多く、センサを備えたインタラクション環境は世界

的にも例がない。また、このように長時間の複数人による自然な振る舞いを対象として、マルチモー

ダルな信号処理を行った例もほとんどない。本研究では、音声・音響・映像に関する研究者が結集

して、視線や相槌・質問などの聴衆の反応をセンシングすることにより、興味・理解度を推定する枠

組みを提案し、学会等でデモ展示が行えるレベルに達している。 

本システム（スマートポスターボード；下左図）は、大型ディスプレイに設置したカメラやマイクロフ

ォンアレイを用いて会話を記録し、誰がポスターに来て、どのような質問やコメントを行ったかを容

易に検索できるようにすることを目指している。そのためにまず、視線（顔向き）検出と話者区間検

出を統合したマルチモーダルな信号処理を実現している。さらに、視線配布や相槌などの聴衆の

マルチモーダルな振る舞いに着目し、質問や顕著な相槌などの特定の発話行為を予測することで、

興味・理解度の推定を行っている（下右図）。 

また、講演形式のセミナーに対する字幕付与を目標として、音声認識の高度化にも取り組んで

おり、京都大学 OCW(OpenCourseWare)への適用や、一般向けのシンポジウムで実演を行うレベ

ルに達している。 

 

スマートポスターボードの概観
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